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１．概要（Summary） 

藻類の強度を測定することは藻類内部の有用成分を

効率的に抽出するために重要である．既往の研究では藻

類の細胞壁の強度を原子間力顕微鏡によって測定した

例があり，藻類の凝集体も同様に測定できると考え，京都

大学ナノテクノロジーハブ拠点の走査型プローブ顕微鏡

(NanoWizard III, JPKインスツルメンツ製)を用いて，

藻類の細胞集合体の強度測定を試みた． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型プローブ顕微鏡システム NanoWizard III, 

JPKインスツルメンツ製 

【実験方法】 

ガラス基板に接着させた藻類の集合体に対し，ガラス

ビーズを先端に修飾させたカンチレバーを集合体に押し

付け，引き離す際の力の履歴を測定した．なお，カンチレ

バー先端のビーズには藻類を接着させるタンパク質を取

り付けており，カンチレバーを移動させることで，細胞集合

体を引っ張り，破壊に導くことで強度測定を試みた． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 走査型プローブ顕微鏡を用いて藻類の細胞集合体の

強度測定を試みた．多くの測定では，カンチレバー先端

のビーズと藻類がうまく接着せず，カンチレバー先端から

藻類が分離してしまう問題が生じた．そのため，今後の検

討では細胞と藻類をより強固に接着させる方法を検討す

る必要があると考えられる．このような状況のなか，細胞の

集合体が破壊されたと考えられるデータが得られた．これ

を図に示す．Fig.1 の明るい赤線がアプローチカーブ，暗

い赤線がリトラクトカーブである．通常の走査型プローブ

顕微鏡を用いた測定において，アプローチカーブの始点

とリトラクトカーブの終点は一致する．しかしながら，図の結

果ではリトラクトカーブの終点がアプローチカーブの始点

よりも下回っている．これはカンチレバーを試料から引き離

してもカンチレバーがたわんでいることを示しており，何ら

かの物質がカンチレバーに付着したまま試料から分離し

たことを表している．カンチレバーに付着した物質を観察

することはできなかったものの，今後より強固な接着剤を

用いて実験することで，集合体の強度を測定できると考え

られる． 

 

FIg.1 Displacement hysteresis of cantilever.  
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